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第６１７号 

令和７年７月１日  

光 明 第 五 保 育 園 

                       

雨の合間の晴れた日には、夏の日差しが降り注

ぐようになりました。子どもたちは七夕やプール

遊び、夏まつりと夏ならではの活動を楽しみにし

ているようです。暑くなると体力を消耗しやすく

なりますので、体調管理に気をつけ、元気に過ご

していきます。 

～誰にでも親切にしよう～ 

５歳児（道） 

・友だちと共通の目的を持ち、達成に向けて協力し合

う楽しさを味わう。 

４歳児（和） 

・友だちと互いに話したり、考えを出し合ったりしな

がら一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

３歳児（愛） 

・保育者や友だちと一緒に、夏の遊びを存分に楽しむ。 

２歳児（心） 

・水や泥の感触を楽しみながら、夏ならではの遊びを

十分に楽しむ。 

１歳児（輝） 

・水や砂などに触れて夏ならではの遊びを保育者や友

だちと楽しむ。 

０歳児（純） 

・安全で楽しい雰囲気の中で少しずつ水に慣れる。 

  １日（火） こころの日・煎茶道（道） 

２日（水） 歯科健診 

３日（木） 身体測定（幼児） 

  ４日（金） 身体測定（乳児） 

        体操教室（道・和） 

  ５日（土） 夏祭り 

７日（月） 七夕・七夕のつどい 

９日（水） 水遊び開き 

 

  

  

 

 

 

 ひなたぼっこ 
道組がこま回しをして遊

んでいる姿に興味を持っ

ている和組の I君。一緒に

回しながら少しずつ回せ

るようになってきていま

す。「（道組の）S君みたい

に回したい！こうやるん

じゃない？」と話してい

て、和組同士でも「もっと

こうじゃない？」と教え

合う姿も見られます。繰

り返し挑戦し、成功する

と「回った！」と嬉しそう

七 夕 

 

１１日（金） 体操教室（道・和） 

１３日（日） 盆迎え火 

１６日（水） 盆送り火 

１７日（木） プラネタリウム遠足（道） 

１９日（土） 土用の丑の日 

２１日（月） 海の日 

２２日（火） 誕生会 

２５日（金） かき氷大会 

 

 

 

 

 

※避難訓練、不審者対応訓練は予告なしで行います。 

※盆迎え火は、１３日（日）ですが、保育園はお休みの為、１２日（土）に行います。 

 

 

 

 

保育目標 ・日にち：令和７年７月５日（土） 

・時 間：午後３：３０～午後６：００頃まで 

・場 所：光明第五保育園 

夏まつり 

ht t ps : / / ww w. koum y ou5 .ne t  

. ne t  

 

  

海の日 

行事予定 

こころの日 保育目標 

７月 

７月７日（月）は七夕です。七夕の集いでは年に一度、織姫と彦

星が天の川を渡って会えるという日だと子ども達に伝えます。晴れ

た日の夏空を、お子様と一緒に見上げてみるのも素敵ですね。 

またまっすぐに育ち、生命力が強い笹や竹には、昔の言い伝えで

神聖な力が宿っているとされています。これにより神様が宿る植物

とも考えられ、子ども達が健やかに成長できるように祈りを込め

て、笹や竹が用いられるようになったと言われています。いろいろ

な飾りと一緒に短冊に願い事を書いて飾ってみましょう。 

 

 

 

 日本は海に囲まれている島国で、世界の海の恩

恵を受けている国の一つです。昔から海を交通手

段に活用し、様々な文化等の交流を図り、海に親

しみながら発展してきました。海の恩恵に感謝

し、これからも海を大切にする心を育てることを

目的に、国民の休日として制定されました。「海の

日」として祝日としているのは、世界の国々の中

で日本だけと言われています。 

夏ならではの行事といえば、子どもたちの大好

きな『夏まつり』 

お神輿やお囃子、お店に盆踊り等、準備を進め

ながら、当日を今からとても楽しみにしている 

子どもたちです。詳細は後日お知らせします。 

道組がこま回しをして遊んでいる姿

に、興味を持っている和組の I君。一緒に

回して遊んでいるうちに、少しずつ回せ

るようになってきています。「（道組の）S

君みたいに回したい！」「強く回すんじゃ

ない？」「この向きがいいんじゃない？」

と教え合う姿も見られます。繰り返し挑

戦し、成功すると「回った！」と嬉しそう

にこまを見つめていたＩ君でした。 

 


